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インドにおける経済格差是正制度
である留保制度の変遷とその政治
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1.目的と手法



１．目的と手法

目的
①インドにおける経済格差是正制度である留保制度の対象者をめぐる議論
が拡大していった要因は何か
②複雑化した留保制度は現在のインド社会に対応できているのか
に答える

手法
留保制度が制定された1950年から現在まで、先行研究や関連する文献資
料を留保制度史という観点からまとめる



2.論文内容



２．論文内容



第一章
インドにおけるカースト制度や留保制度
の概念について



第一章
（１）インドにおける集団性を表すキーワード、「ヴァルナ」「ジャーティ」「カースト」

「ヴァルナ」…紀元前4世紀頃に成立したバ

ラモン教に基づく4つの職と結びついた身分制

度（四姓）。不可触民はヴァルナの外。

「ジャーティ」…血縁的結合に基づく社会集

団。特徴は世襲制に基づいて職が受け継がれ

ていく点。インド全土で2000〜3000ある。



第一章

「カースト」…イギリスの統治支配の過程において、ヴァルナ制度によって表された4つの階層にジ

ャーティが組み込まれた。したがって、不可触民をアウトカーストと呼称する場合がある。



第一章

不可触民…カーストという階層性の外にいる人々



第一章
（２）留保制度…1950年のインド憲法→「後進諸階級」に対して、議席や公的雇用

における就業、高等教育における就学に関して、一定の割合で（基本的には人口
比）配分の優遇・確保を行う施策。



第一章
（３）インド社会におけるムスリムと女性
：ムスリムや女性は、留保制度が拡大していった中で、なかなか制度の対象とならなかった。

ムスリム（一億二千万人の少数派）

ムスリムとヒンドゥー教徒の対立
（1947年のインド・パキスタン分離独
立など）

↓

ムスリムは「共に暮らす人々」であ
り「外敵」という二面性

↓

ムスリムはたとえ経済的に困窮してい
たとしても留保制度の、救うべき対象
ではない。

女性

ヒンドゥー社会において女性は比
較的低い地位に甘んじてきた。社
会に出て仕事をするよりは家庭に
残ることを優先されてきた。



第二章

インドの政治経済の概観と留保制度

に関して起こった事象について



第一節 初期の留保制度（1950年～1980年）

1950年憲法第17条: 不可触民制の撤廃→対象はSC、ST

マンダル委員会
：留保制度の対象
者拡大を提言



第二節 留保制度の拡大（1980年代～2014年）

（Ⅰ）1980年代～2004年

マンダル委員会の報告(1980)

①大学入学者
②公務員雇用
の27％をOBCへ割り当て
⇒受け入れ宣言(89)

1992年にナラシンハ・ラーオ首相によって
OBCに27％の公的雇用が留保される

経済

財政危機により

自由化を前提

とした借款

政治

連合政権による

不安定な体制



（Ⅱ）2004年〜2014年（国民会議派 マンモハン・シン期）

経済 政治

経済自由化

9％台の経済成長 (2005年〜2007年)

↓

農村の貧困大衆向けの政策

連合政権による不安定な体制

支持基盤の拡大を目指す

↓

大衆向けの政策

2006年にマンモハン・シン首相によって
OBCに27％の高等教育機関の入学が留保される

マンモハン・シン首相

https://ja.wikipedia.org/wiki/マンモハン・シン#/media/ファ
イ
ル:Prime_Minister_Manmohan_Singh_in_WEF_,2009.jpg

大衆の中心=ＯＢＣ

第二節



第二節
OBCへの留保制度拡大による影響

OBCへの留保制度の定着

OBCへ
漸次的な
拡大



第三節 留保制度の現状（モディ政権期）

低カースト以外の経済的弱者層への留保



第三章

留保制度に取り残された人々に関する

議論について



（１）ムスリムと留保制度第三章



政治的課題としてのムスリム
：ヒンドゥー・ムスリム間に代表される排他的かつ攻撃的な共同体主義＝コミュナリズム

第三章



現政権でのムスリム
：独立以降の政治的な流れの中でムスリムが中央政府にとって無視できない政治的課題に
なっていった。しかし、ムスリムに対する留保制度は成立しない。それどころか…

モディ現政権

第三章



ムスリムへの留保制度

現状認識
展望

ムスリムが一般のヒンドゥー教徒と比べて社会的

経済状況が劣っているということは確か

↓

格差是正のための留保適用は妥当

↓

①宗教対立に留意
②現行の留保制度はカーストを基準にしているた
め、そのままムスリムへ適用することは事実上不
可能である→カーストによらない留保制度の基準
を設ける必要

第三章



第三章
（２）女性と留保制度

❖ 村での指導経験少ない非エリート層女性の政治参加促

進

❖ 公共財に関して女性からの要望の強いものに投資



第三章 中央の下院と州議会で同様に3分の１を女性
に割り当てる通称「女性留保議席法案」が
上院で採決も下院で棄却 (2010)現状の課題と展望

※留意

・印連邦議会において
高位カースト出身の
女性の割合は男性より

大きい

・直ちに国政へ導入
⇨エリート政治促進の
可能性



３．まとめ



複雑化の要因 ＝ 議論の方針転換

SC/ST

OBC

女性

ムスリム

まとめ
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